
第51回衆議院議員総選挙の概要（令和8年1月27日公示：2月8日投開票）

◆選挙概要
・令和8年1月9日の解散報道を踏まえ、総務省から選挙準備を進めるよう連絡があった。
・1月23日の通常国会の冒頭で衆議院が解散され、直後の臨時閣議で1月27日公示、2月8日投開票と
する日程が決定した。

・解散日から投開票日までの期間は16日間と戦後最短、2月に投開票が行われたのは平成2年2月以来
36年ぶり。

◆管理執行・投票環境

・短期間の選挙準備期間に対応するため、各選管が物資手配を早期に実施したが、
都市部を中心に投票所入場券の配布が遅れ投票日前に期日前投票所が混雑した。

・また、短期間での準備期間のため、投票所の確保やポスター掲示場の確保に
各選管が苦慮した。

・選挙期間が受験シーズンと重なり、試験を行う学校等への配慮を呼びかけた。
・投票日当日(2/8)に日本海側を中心に強い寒気が南下し警報級の大雪となった。
・結果として、期日前投票が過去最高の26.10%(R6:20.17%）まで上昇し、
投票率を押し上げた。

・投票率は前回(R6)の選挙53.85%を上回り、56.26%となったが、日本海側の
７県（青森、秋田、山形、富山、福井、鳥取、島根）は前回投票率を下回った。

都道府県別投票率（着色など）

（福岡TNCニュース）
https://news.tnc.co.jp/news/articles/NID2026020629060
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◆ネット選挙運動・ＳＮＳの活用

・選挙期間中、ホームページやＳＮＳなどを活用した政党や候補者のプロモーションが増加。
特に、政党や候補者のショート動画をＳＮＳで配信する動きが加速し、高市首相のショート動画が
1.6億回再生されたことで話題となった。
・また、非公式とみられる切り抜き動画などが数多く作成され、SNSで拡散された。

◆偽誤情報・誹謗中傷等の増加

・1月23日、総務省からX(旧Twitter)により「SNS等のインターネット上で、選挙に関する偽・誤情報
や権利侵害情報が広範に流通・拡散するおそれがあります。」と発信。また同日、総務大臣からSNS運
営事業者に削除申し立てに基づく迅速な対応を要請した。
・候補者等以外の投稿による偽の動画や誤情報がSNS上で拡散。特にAIによる動画生成が増加し、そ
れがSNSで展開される案件が複数確認された。
・また、投票結果が操作されているという誤った情報や陰謀論がSNS中心にみられ、中には開票機器に
仕込まれた票操作があったなどという陰謀論も流布された。
・複数の候補者が、選挙期間中の激しい誹謗中傷や、虚偽情報の動画拡散への注意喚起や法的措置等も
検討される事態となった。
・街頭演説等で選挙妨害や抗議活動が都市部を中心にみられた。

（FNNニュース）
https://www.youtube.com/watch?v=tcm9DwimBkM

（ライブドアニュース）
https://news.livedoor.com/article/detail/30589097/

（ヤフーニュース）
https://news.yahoo.co.jp/articles/c3e4917ada1763e661bcaf0f91151edd5e52c61b
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